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研究成果概要 
TA Low energy Extension（TALE）実験のための地表検出器（Surface Detector、SD）
の開発をこれまで継続してきた。平成 26・27 年度には明野超大空気シャワーアレイ
（AGASA）実験用シンチレーション検出器の TALE 実験での再利用の可能性を探るた
め、経年劣化しているシンチレーターの特性を測定し、再利用する際の選別基準を決め

た。しかし結果的には、TALE実験と TA×4実験が同時にスタートしたことから、AGASA
検出器の再利用を取りやめ、2つの実験で SDの仕様を統一し製造することで、コストダ
ウンをはかることとなった。平成 28年度には共同利用費を得て、TALE実験用 SDエレ
クトロニクス内の通信仕様の UARTから SPIへの変更に着手し、UART版と SPI版の
両方のエレクトロニクスを用いた試験を、日・米で実施し、SPI に変更することでデー
タ収集速度が実効的に約 1.3倍速くなることを確認した。 
平成 29年度には、大気蛍光望遠鏡（Fluorescence Detector、FD）のイベントトリガ
ーによる SD からのデータ収集、すなわちハイブリッド観測システムの実現に向けた開
発に着手した。TALE 実験 FD の側でのハイブリッドトリガー用時刻情報の送り出しの
部分は 2017年末までに完成した。SDアレイのホスト側での対応部分、すなわち FDか
らのトリガー情報を受信し、それに基づいて全 SD への波形収集命令の送出部分の開発
を進め、実験室レベルでのシステムは大阪市立大学内で完成し、試験用空気シャワーア

レイでの運用は行われている。2018年度始めに FD・SD間での送受信データフォーマッ
トとトリガー条件パラメーターを調整した後、2018年 8月に完成する予定である。 
	 TALE実験 SDアレイは、平成 29年 2月に空気シャワーアレイとして試験観測を開始
し、エレクトロニクスに組み込むファームウェア・DAQソフトウェアの開発を継続した
後、2018年 2月に、全 80 台からなる SDアレイが完成し、TALE 実験 SDアレイとし
て運用を開始した。図１左は試験運用中のアレイの運転状況を、図１右は特定の１台の

SDの稼働状況である。このような図を全 SDに対して毎週作成し、稼働状況を確認して
いる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
	

図１：（左）TALE-SD アレイの運転状況。（右）TALE-SD アレイ内の SD#5502 の稼働状況。	

平成 29 年 11 月 22日 0 時（UTC）から 11 月 28日 0時（UTC）までの間の状況である。	
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